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1）学校法人東京医科大学総合情報部
2）東京医科大学医療情報学教室
3）東京医科大学形成外科学教室
4）東京医科大学小児科学教室
【要旨】　遺伝医学教育面の動画像も含めた教材画像を各種ソフトウェアを用いて作成した．これらを用い
て，講義用マルチメディア教材を作成した．講義はこの教材画像を液晶プロジェクタを用いて投影して行い，
講義後に講義録を学内のWWWサーバにホームページ形式で公開した．作成した画像資源の大部分は遺伝
医学教育用のホームページとしてインターネットを介して学外にも公開している．一連の作業を一貫して行
う試みは学内でも初めてと思われるので，その製作過程も含めて報告する．
はじめに
　1997年より東京医科大学には学内LAN　（Local
Area　Network）が構築され，さまざまなインターネッ
ト情報資源へのアクセスが容易となった．現在，東京
医科大学医学部医学科1年生と東京医科大学看護専
門学校1年生に対して，これらのネット環境を利用し
た情報科学の実習講義を行っているが，実際の講義に
インターネットやマルチメディアを活用する試みは，
まだ端緒についたばかりであろうと思われる．我々は
小児科学領域における臨床遺伝学の講義用にマルチ
メディア教材を作成し，学内LANでの試験的公開を
行う機会を得たので，その製作過程を含めて報告す
る．
1．描画ソフトウェアを用いた教材の作成
　学生用の教材画像としては，実際に撮影した臨床画
像・病理組織写真などのほかに，さまざまな書籍図譜
や商用電子画像があり，それらの一部は著作権フリー
で自由な二次利用が可能である．しかし大部分の印刷
画像や商用電子画像は著作権法上，不特定多数の人間
への配布は禁じられており，インターネット上などで
自由に公開することは出来ない．配布数に厳密な数の
限定があるわけではないが，通常，教育目的であって
も50～100部の複製を行うのが限度とされている．
我々は今回，不特定多数の人間への公開ならびに配布
を前提とし，教材用の画像を原則として新たに描き起
こすこととした．
　電子画像作成の最も簡単な方法のひとつは，直接，
用紙に描いた線画の画像をスキャナで取り込み，
Adobe　Photoshop⑪　3．0／5．0で彩色を行い加工するもの
（Fig．1－1）で，製図ソフトウェアなどで描ききれない
ような複雑な図表を作成するのに適している．また，
多角形や円弧などを多用する図表の作成には，Deneba
Canvas⑧35／5や，　Adobe　Illustrator⑪7．0．　IJ（Fig．1－2），
Micrografx　Windows　Draw⑭5．0などを用いた．　Illustra－
torは操作に習熟するのに若干の訓練が必要となる
が，作成した図表の美しさでは群を抜いており，加工・
変形も容易であるため状況が許すのであれぼ第一選
択として用いるべきであろう．スキャナなどで取り込
んだ線画の画像をIllustrator形式の曲線に変換するソ
フトウェアであるAdobe　Streamline⑧も今回は一部で
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Fig．　1－1Original　scanned　image　（left　end）　and　images　painted
by　Photoshop．
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トウェアで作成した画面は，更にPhotoshopなどの
フォトレタッチ・ソフトウェアで編集することが可能
であり，文書やホームページ内に挿入ないしは張り込
むことが可能である．
2．アニメーション画像の作成
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　我々は1993年より，遺伝性疾患や先天異常の患者
やその家族を対象とする遺伝相談の外来を小児科外
来の特殊外来として開設し，さまざまな相談に当たっ
て来た．その中で染色体構造異常の説明を行う際に，
染色体の紙模型を使用してその構造異常の発生機構
の説明を行う機会が多かったため，視覚的により明解
な理解を可能とするため，これらをアニメーション化
することを計画した．
　まずCanvasを使用してアニメーションのそれぞれ
のコマの画像を作成し，Photoshopを用いて色彩や文
字の調整などを行った後にJPEG（Joint　Photographic
Expert　Group）形式のファイルに圧縮し，ファイル・
サイズを小さくした（Fig．2－1）．同様にして全てのコ
マを作成して調整を行い（Fig．2－2），　GifBuilder＠　O．4．1
を用いて，それぞれのコマの表示時間の調整を行い，
動作を無限に繰り返す形式に編集した（Fig．2－3）．完
成したアニメーションはGIF（Graphic　Interchange
Format）アニメーション・ファイルという圧縮画像形
式となっている．
　一般画像教材やアニメーションには，一覧表示を行
う際に分かり易いように，見出しとなるような小さな
サムネイル画像をGraphicConverteゆ2．6を用いて
GIF形式で作成した（Fig．2－4）．　GIFもJPEG同様の
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Fig．1－3　lmage　resources　made　by　Persuation．
使用した．
　学会発表や講義用のスライドの作成や，液晶プロ
ジェクタを用いたプレゼンテーション作成には，
Aldus　Persuasion⑭　3．OJ（Fig．1－3）やMicrosoft　Power－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．　2－1
Point⑭　2000などがよく用いられている．これらのソフ
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Original　image　drawn　by　Canvas　（left）　and　JPEG
image　translated　by　Photoshop．
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Fig．2－4　Thumbnail　GIF　image　making　by　GraphicConverter．
Fig．2－2　Animation　original　images　optimized　by　Photoshop．
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Fig．2－3　Animation　making　by　GifBuilder．
画像の圧縮形式であるが，JPEGが写真などの圧縮に
適しているのに対し，GIFは多数の色の混じらない単
純な図表の圧縮に適している．
　　以上のアニメーション画像作成にはApple社の
Macintosh⑭を用いており，使用したソフトウェアのう
ち，Aldus　Persuasion，　Canvas，　GifBuilder，　Graphic－
ConverterはいずれもMacOS③専用のソフトウェアで
ある．
3．講義用マルチメディア教材の作成
　　実際の講義画像はwindows⑭マシンを用いて
Powe Pointにより作成した（Fig．3）．作成したプレゼ
：禁．
Fig．3　Presentation　making　for　lecture　by　PowerPoint．
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ンテーションをノートブック型コンピュータに接続
した液晶プロジェクタを介して投影して，東京医科大
学医学部医学科3年生の小児科学の系統講義時間に，
「遺伝医学」ならびに「染色体異常症」としてそれぞれ
90分の講義を行った．
　PowerPointの画面には一般の画像のほかに，アニ
メーション画像やMPEG　（Motion　Picture　Expert
Group）方式の動画像を張り込むことが出来るほか，
画面の文字などにもアニメーションの機能を持たせ
ることが出来るため，単純なスライドの映写とは異
なった動的画面を用いた講義が可能となる．
　例えば，項目を箇条書きにした従来のスライドで
は，一・度に全項目が表示されるため学生の視線が全て
の項目に注がれてしまい，説明に集中出来ない欠点が
ある．しかし，PowerPointなどを用いたプレゼンテー
ションでは，箇条書きにした項目を順番に一行ずつ表
示出来るため，それぞれについての充分な説明をしな
がら，次の項目の説明に進むことが出来る利点があ
る．しかし，その一方で，このような説明法では学生
が充分な時間をかけて画面のノートを取りにくいと
いう欠点も出て来る．学生のスライドの筆写をするた
めの余計な労力を省き，講義内容に対する集中力を増
させる目的で，我々はプレゼンテーション画像を講義
後に講義録として公開することとした．
4．学内ホームページへの講義録の設置
　PowerPointで作成したプレゼンテーションはイン
ターネットで閲覧可能なHTML（HyperText　Markup
Language）形式で保存を行うことが出来るのが大き
な利点である．我々は今回，この機能を利用して作成
した講義録を学内のホームページ内に置き，学生が講
義後も閲覧出来るようにした．試験的に設置したこの
遺伝医学講義録のホームページのアドレス（URL：
UnifbIm　Resource　Locator）は，　http：／／tmcwww．tokyo－
med．acjp／genet／lect．htmである．
　東京医科大学には学外からもアクセスの可能な
ホームページ・サーバ（WWW：World　Wide　Web）と
してwww．tokyo－med．acjpが，また，学内のみからアク
セスの可能なホームページ・サーバとしてtmcwww．
tokyo－med．acjpが設置されている．利用にあたって
は，東京医科大学の講座や部署あるいは学会事務局単
位で総合情報部情報システム室宛にホームページ設
置申請を行うことにより，それぞれのサーバにホーム
ページ用のディレクトリを作成することが出来る．
　今回作成した講義録は，匿名化はされているもの
の，中に患者画像などが含まれているため，学外への
公開は行わないこととし，学内からのみ閲覧可能な
サーバにファイルを設置することとした．これらの講
義録は，ブラウザ（browser）と呼ばれるホームページ
参照用ソフトウェアを使用することにより，インター
ネット経由で参照することが出来る．
　一般に使用されているブラウザにはNetscape　Com－
municator③／Navigator⑬やMicrosoft　Internet
Explorer③などがある．しかし，　PowerPointで作成した
HTMLファイルを参照する場合には，　Netscape　Com－
municator／Navigatorではブリット（bullet）と呼ばれ
る弾丸型の記号が表示出来ずに「？」マークとして表
示されるなどの不具合があるほか画面の表示も小さ
目であるため，同じMicrosoft社が開発したInternet
Explorerを使用する方が望ましい（Fig．4）．
　また，PowerPointからHTML形式に変換を行うと
画像の質が劣化してしまうため，品質の高い画像を
ネット上で表示するためには，それぞれの画像ファイ
ルを容量の大きな高品質の画像に置き換えるなどの
工夫が必要となるであろう．このためには，Adobe
PageMill⑭やMicrosoft　FrontPage⑪などのホームペー
ジ作成・編集ソフトウェアが必要となる．しかし，画
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像ファイルの置き換えだけであれぼ，FTP（File　Trans－
fer　Protocol）やFetch⑧などのファイル転送プログラ
ムを用いるだけで済む場合もある．
　Microsoft　Word⑭やMicrosoft　Excel⑭などで作成し
た文書も同様にHTML形式に変換してホームページ
として表示することが可能であるが，なるべく元の文
字や画像の品質を保ちながら複数の人間に文書を配
布するのであれば，Adobe　Acrobat⑪などのソフト
ウェアを用いてPDF（Portable　Document　Format）に
変換するのが便利である．PDFに変換することによ
り，文書の容量をかなり小さく圧縮することが出来る
ため，インターネット上での文書の送受に最近よく用
いられるようになっている．PDFファイルを作成す
るにはAcrobatを購入することが必要になるが，　PDF
形式のファイルを参照するにはAdobe　Acrobat
Reader⑪などの無料のソフトウェアを使用すれば良
いようになっている．今後は我々も，この形式の講義
録を作成する予定である．
5．学外向けホームページの作成
　作成した遺伝医学教育用画像資源を広く活用すべ
く，1997年4月より学外向けに遺伝医学教育用のホー
ムページを作成し，これらの画像資源を学外に公開し
た（Fig．5）．公開から3年半以上が経過した段階で，閲
覧者は日本語のページで50，㎜人，英語のページで
20，㎜人を越えている．アクセス・ログの解析によれ
ば教育機関からのアクセスのみならず，一般の方々に
よるホームページの閲覧も多いようであり，関連の質
問のメールなども多く受け取っている．なお，ホーム
ページのアドレス（URL）は，日本語のページと英語
のページがそれぞれ，
http：／／www．tokyo－med．ac．jp／genet／index－j．htm
http：／／www．tokyo－med．ac．jp／genet／index－e．htm
である．
　このような教育用画像を公開する動きは増えつつ
あるものの，著作権の問題などで公開出来ない画像も
少なくないのが現状である．今後，我々の作成したよ
うな著作権フリーの画像資源のインターネット上で
の増加が望まれるところである．
　なお，本ホームページ作成にあたっては，旧式のブ
ラウザでも画面が問題なく参照出来るように，フレー
ム機能などを用いて画面を分割して表示するような
レイアウトは行わず，また，画面の小さな機種でも充
分にそれぞれの画像が参照出来るように，個々の画像
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Fig．5　Medical　Genetics　Educational　Homepage　in　Japanese．
の大きさを横480ピクセル（画素）×縦300ピクセル
以内とした．また，遺伝医学の関連情報の入手が容易
に出来るように，臓器別に関連情報へのリンクを整理
して一覧を作成した．ホームページからリンクを作成
するに当たっては，原則としてリンク先にメールを送
り，個々に承諾を得るよう心がけた．更に，ホームペー
ジ開設後に各種患者団体からの要望があったため，海
外の患者セルフ・サポートグループなどのホームペー
ジをそれぞれのグループの許可を得て日本語に翻訳
し，紹介している．
考 察
　インターネット上に公開されている情報資源は広
く世界で利用することが出来るものである．既に多く
の文書情報や画像時報が公開されて来ており，その中
には医学教育用の情報資源も少なくない．しかし，紙
媒体のメディアと異なり，インターネットという不特
（5）
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定多数の人間が利用するメディア上ではそれらの情
報の著作権を保護することは極めて困難である．この
ため，インターネット上には，無条件に直接講義など
に使用出来るような医学教育用画像は少ないのが現
状である．
　我々は今回，学内のみならず学外の利用者にも自由
に画像が利用出来るよう，動画像を含めた教育用画像
を新たに作成し，小児科学の講義に使用した．板書や
スライドを用いた講義とは異なり，動的なプレゼン
テーションが行えたため，学生の反応は概ね良好で
あった．学会発表などでも最近はこのようなプレゼン
テーションが行われる機会が増えているが，今後は学
内外の講義においても同様の形式が取られる機会も
増加するものと思われる．
　しかし，一方では，このようなプレゼンテーション
ではノートが取り難いなどの欠点もあったため，これ
を補うべく講義後にプレゼンテーション内容を学内
のWWWサーバを介して講義録として公開すること
にした．教育用資源を1回忌講義に限らず事後も講義
録として公開する方式も今後ますます増加して行く
ものと考えられる．
　そのほか，このような形式での講義では学生との質
疑応答の時間が少なくなるなどの欠点も指摘されて
おり，プレゼンテーションの中に学生への質問を盛り
込み，回答に応じて個別の画面を展開・表示出来るよ
うなインターラクティブな教材を作成する必要もあ
ろうかと思われる．この点についても，我々は現在，
HTML形式を用いた教材を開発中である．
　今回は，MacintoshやWindowsマシンなどの複数の
プラットホームを用いて，さまざまなソフトウェアを
利用して作成したが，実際にひとつの講座や部署でこ
れら全ての環境を整えるのは困難と思われる．また，
図像の作成にはある程度の習熟を必要とすることな
どを考えると，これらを一貫して行える専用機器と専
任イラストレーターを配置したメディアセンターの
設置も望まれるところである．
　今回作成した画像は，他の教育機関などでの利用も
可能にすべく，インターネット上で公開した．平成10
年度より厚生省厚生科学研究費補助金「子ども家庭総
合研究事業」による「遺伝医療システムの構築と運用
に関する研究」班が編成されているが，今回作成した
遺伝医学教育用画像もこの研究班で広く利用されて
いる1）．なお，当該研究班は平成12年度より「遺伝カ
ウンセリング体制の構築に関する研究」班として，名
称および研究内容の一部を変更し，継続して研究を
行っている．
おわりに
　遺伝医学用教材画像の作成ならびに講義用プレゼ
ンテーションの作成の機会を得たので，その過程を紹
介した．講義内容は講義録として学内LANのサーバ
上に試験的に公開し，学生の利用に供した．また，作
成した画像資源の一部はインターネット上に公開し，
学外での利用に供した．なお，本稿の一部は平成12年
12月，平成12年度情報処理教育研究集会（京都）に
て口演発表した．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ABSTRACTS
　　We　made　graphical　education　resources　including　some　animations　for　genetics　using　various　kinds　of　software．
Employing　these　resources　and　a　plasma　display，　we　made　multimedia　presentations　for　1ectures．　After　each　1ecture，　we
published　the　contents　of　the　lecture　on　our　homepage　on　our　internal　ww　server．　We　also　published　most　of　our
graphical　resources　on　the　internet　on　the　homepage　of　the　genetic　study　group　of　Tokyo　Medical　University　（http：　／／www．
tokyo－med．acjp／genet／index－e．htm）．
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